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（図的EXACTIVEの汎用性肝価
・今年度は共通後器室に全学経費（鮫備総持貨）が配分されることとなった．図3の数値から磁渇型FT-ICR-MSのほうが性阪が高いことが明らかであるため磁繍型の湾入
を当初予定した．たしかに滋場型FT・ICR・MSは分解能が質量分析計で最高の100万｛FWHM）であり、MALDIおよびESIを同時に使用可能であり．パラメ一台ーを最適化す
ることでこれまでに後出図録であったサンプルを測定できる可能性を秘めている盟主力的な装置である．しかしながら能でも容易に使用可能ではないため、共通告E器としての
運用が容易ではな〈筆者への:n街が一層綱大することが懸念される．電場型FT-ICR-MSは磁禍型と対照的な装置である．いずれにしても、今回実際に装置を一定期間使
用することでカ9ログや人聞きでは抱鐙できない点を充分に理解できたことで愚も必要とする慈置の納入が可能となった．
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